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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】[ 電子工学特論 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

樋口 博

【授業目標・教育方針】
通信放送の応用として、今後の利用が一般化しつつある衛星通信、GPS 測位に関する基礎的技術を修得する。GPS 測
位では実習を通してより現実的な理解を深める。

【授業概要】
衛星通信・放送の基礎について、その理論的背景と基礎知識を習得する。通信放送の応用でもあり、昨今利用が一般
化しつつある GPS 測位について、その構成、最長符号系列（M 符号）による雑音下の微弱信号の検出のしくみなど基
礎的事項を修得し、さらに GPS 受信機を用いた実験演習を通じ、より実践的な理解を深める。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：坂井 丈泰著「GPS 技術入門」、東京電機大学出版局

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力

【授業計画】（授業名：[ 電子工学特論 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 2 回 宇宙工学の基礎 (1) 衛星軌道と衛星速度 (2) 衛星のしくみ放送
第 3 回～第 6 回 衛星通信 (1) 軌道とその特徴 (2) 衛星通信放送の特徴 (3) 周波数

拡散通信、擬似ランダム符号
第 7 回～第 11 回 GPS 測位 (1)GPS の前進：無線航法 (2) 全球測位システム（GPS）

のしくみ (3)M 系列符号 (4) 相関演算による微弱信号の
検出 (5) 電離層伝播遅延による測位誤差

第 12 回～第 15 回 GPS 測位実習と地図との対応 (1) 地球中心座標系（世界測地系）と東京測地系 (2) ジ
オイド面（世界平均海面）(3) 図面・空中写真へのマッ
ピング (4)GPS 実験演習
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